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房総半島における トサヒメハナカミキリとセスジヒメハナカミキリの分布

窪 木 幹 夫

千葉県館山市在住の譲川正臣氏より, 房総半島で
採集されたトサヒメハナカミキリ月doma(C鎹to
pido;ma) appro:nmata KuBoKIの標本をいただいた
(図 l ).  従来,  房総半島にはCryptopidoma亜属で
はセスジヒメハナカ ミキ、) Pidoma (CryptQpidoma)
amentata(BATES) の採集記録しかなかったので, 本
亜属では千葉県2 番目の種となった. また,  このト
サヒメハナの確認がきっかけとなり, 他の採集例も
明らかになった (橋本, 1990).
トサヒメハナとセスジヒメハナは出現期, 垂直分
布, 訪花活動性などが異なるものの, 関東地方以西
の本州太平洋側, 四国, 九州の山地帯で幅広く混接
する.  ところが, 九州の島原半島や大隅半島ではセ
スジヒメハナが棲息せず,  トサヒメハナだけが分布
する. また, 種の組み合わせは異なるものの, 伊豆
半島でもセスジヒメハナが接息せず,  トサヒメハナ
に近縁なコトヒメハナ P tyraが分布することが知
られている (窪木, 1987). 房総半島でも, これと似

た現象が認められるので報告する.
千葉県産のセスジヒメハナについては次の採集例
を確認している.

l f , 千葉県安房郡天津小漢町清澄山, 21. iv.
1973, 高桑正敏採集 (図2); 2 , 清澄山 (標高
300m), l9-20. v. 1973, 窪木幹夫採集.
前者は安房天津より清澄山に至る道路沿いで採集
されたもので, 同時にナガバヒメハナP. sigml fera,
チャイロヒメハナ P aegrota, フタオビノミハナP.
puzi1oi などが採集された.  後者は清澄山の清澄寺
付近の二次林の調査で採集したもので, 同時にフタ
オビノミハナが採れた.
房総半島でのトサヒメハナとセスジヒメハナの分
布を図3 に示した.  トサヒメハナは脊梁の清澄山系
の元清澄山 (標高約300 m) とその南側の保台 (標
高100~130 m), そして南端の白浜町 (標高20 m)
から記録されている. 一方, セスジヒメハナは清澄
山から記録されている. 両種の混接地は現在のとこ

図l~2.  房総半島産pidonia属の2 種.  l: トサヒメハナ , 2: セスジヒメハナ
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図3. 房総、f島におけるトサヒメハナ(▲) とセスジ
ヒメハナ(●) の分布.  1, 白浜町長尾; 2, 鴨
川町保台; 3, 里・川町元清澄山 ;4,  天津小渡
町清澄寺; 5, 天津小渡町安房天津~清澄寺.

ろ確認されていない.
トサヒメハナは関束地方以西の表日本地域のモミ
やッガに代表される温帯性針集樹林からブナ林にか
けて樓息する. 垂直的には, 四国では標高500~
1,600 m, 中部, 関東地方では標高600~1,200 mに
かけて見られる. 房総半島でのトサヒメハナの接息
地はいずれも標高300 m以下の照葉樹林である.
房総半島では, なぜトサヒメハナの垂直分布が低く
なってしまうのか. 換言すれば, なぜ他地域では山
地帯の昆虫が丘l装地に生活するのか.  この現象はヒ
メハナカミキリが生活する森林の「垂直分布帯の寸
づまり現象」 (f召田, l970) で説明できる. 房総半島
の植生帯は圧縮されており, 他地域では下部暖温
帯,  上部暖温帯,  冷温帯はそれぞれ標高600 m以
下, 600~1,200 m,1,200 m以上となるが, 房総で
は200 m以下, 200~300 m, 300 m以上になって
いる.  この区分に従えば, 本州, 四国, 九州のトサ
ヒメハナは上部暖温帯から冷温帯に, 房総のトサヒ
メハナは下部曖温帯から上部暖温帯に棲息する.
セスジヒメハナのいない島原半島では,  トサヒメ
ハナが照集樹林帯にまでその棲息域を広げ, 標高
200 mからモミ帯を経て1,150 mのブナ帯下部ま
で分布する (今坂, 1978). セスジヒメハナのいない
地域では, 本来ならセスジヒメハナが生活する標高
の低い開放的な環境にもトサヒメハナが棲息域を拡
大している.  セスジヒメハナのいない伊豆半島で
も,  コトヒメハナが照葉樹林帯から採集されてい
る. たとえば, 天城山系南部の大鍋林道や沼ノ川林
道 (ともに賀茂郡河津町) がその例である (窪木・
鈴木, 1978). 房総半島でもトサヒメハナは照葉樹
林帯の開放的な日当りの良い二次林で採集されてい
る (橋本ら, l990). 房総半島の森林が圧縮され, 垂
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直分布帯の寸づまりをおこす中で,  トサヒメハナは
上部暖温帯から下部暖温帯へ適応し, その棲息域を
より標高の低い, 照葉樹林帯の明環境へ広げていっ
たと推定される.
房総半島はどのように形成されたのであろうか.
今から約300万年前の第三紀鮮新世のころ, 丹沢造
山連動という地殻変動で房総南部が隆起し, 今の三
浦半島と丹沢地域に連なる半島状の地形ができた.
一方, 房総北部を含む関東平野は入り海となり, こ
の古東京湾は約10万年前の更新世後期まで続い
た. 南部の半島は, 約150万年前, 地殻変動により,
丹沢方面と切れて三浦, 房総の部分が房総島として
分離した.  約40万年前の更新世後期に,  しだいに
海は退いて, 房総島は北東に延びた. 約5 万年前の
更新世末期には氷河期に入り, 古東京湾が陸化し,
房総ができた. 約1 万年前の完新世に氷河期が終わ
り, 海面が上昇し, 房総半島がほぼ現在の形になっ
た (渡, 1973).
トサヒメハナが房総に分布を拡大したのは, 地史
からみて, 約300~150万年前の半島期か, 5 万年
前以降の北総台地形成期の二つの場合が考え られ
る. 房総半島のトサヒメハナはどちらであろうか.
房総半島に最も いトサヒメハナの樓息地は東京都

奥多摩町日原小川谷, 埼玉県秩父市浦山川広河原,
山梨県大月市桑西真木林道などで, 中間地域に分布
せず, 房総の分布が飛び離れている. その中間地域
には, 伊豆半島, 箱根, 富士山, 月一沢山塊に分布す
る近緑のコトヒメハナがくさび型にその分布域を広
げ,  トサヒメハナの分布を分断したかたちになって
いる. たとえば, コトヒメハナは三頭山, 日原本谷,
秩父市浦山川広河原などから採集されている. 東海
地方から関東地方でのトサヒメハナの分布は不連続
的で, 各個体群が孤立化している.  これらの点を考
慮すると,  トサヒメハナは今から約300~ l50万年
前, 寒冷気候に伴って山地性の植生が半島経由で房
総に分布を広げた時期にいっしょに入り込んだと推
定される. その後の房総島の形成により本州から隔
離された. 温曖な気候になって照葉樹林が発達した
中で, 標高からみて垂直分布帯をつくれない房総で
は, いろいろな植生が入り混じって垂直分布帯の寸
づまりがおきた. 山地性のトサヒメハナも垂直分布
が低くなり, わずかな適地を求めて照葉樹林帯に接
息域を広げ明環境に適応し生き延びたのであろう.
島原半島, 大隅半島, 伊豆半島にセスジヒメハナ
が分布しない理由に, 本種の分布の拡大が比較的最
近におきたために, これらの島l興的地形へのセスジ
ヒメハナの移動が, 低地や草原により妨げられたと
推定されている (窪木, 1987). 房総半島では脊梁の
清澄山系にセスジヒメハナとトサヒメハナが接息し
ている. 両者の分布域の間には移動を阻むような地
形は見当たらない. セスジヒメハナの房総半島への
分布の拡大には,  トサヒメハナと同様に二つの場合
が考えられる. 一つは, 新しい時代, すなわち, 5 万
年前から始まる北総台地形成以降の氷河期にセスジ
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ヒメ ハナが南下し, 氷河期が終り温暖になった時,
一部の個体群がとり残されたという場合である.  も
しそうならば, 房総丘陵の北部や北総台地にもセス
ジヒメハナの棲息地がみつかるであろう.  もう一つ
は,  トサヒメハナと同じ古い時代の分布の拡大の場
合で,  もしそうならば, セスジヒメハナは垂直分布
帯の寸づまりの影響を受け, 房総丘陵地の適地に小
集団化した個体群として生活しているであろう. ど
ちらであるかは, 今後の調査で明らかにする必要が
ある.
現在得られている知見から, 房総半島におけるト
サヒメハナとセスジヒメハナの分布をまとめ, それ
らの分布形成の過程について考えた. 今後は清澄山
と鋸山を結ぶ分水嶺以北の上総丘陵や北総台地の調
査も望まれる. また, 両種の照葉樹林そのものへの
生活の依存の程度についても調べる必要がある.
末尾ながら,  この報文をまとめるにあたり, 採集
地の環境や採集情況について教えていただいた海老
原裕之, 鈴木和利, 武智昭一, また貴重な採集品を

No94 (Jun. l 991 )

下ださった諌川正臣, 高桑正敏の各氏に厚くお礼申
し上げる.
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0ロ永良部島で得られたゴミムシダマシ4種
鹿児島県口永良部島は,  これまで訪れる採集者も
少なく , 昆虫相については今なお不詳の部分が多い
ようである. 筆者は同島で得られたゴミムシダマシ
科の標本を所持しているので, ここに報告しておく.

Ptatydema marseuti LEWISアオッヤキノコゴミ
ムシダマシ

5 4♀♀. 鹿児島県口永良部島, 9. vi ii. 1989,
土屋周平採集, 筆者保管.
西南日本からインドシナ,  フィリピン, スンダ諸

タカラヒメツノゴミムシダマシ ( f )

島にかけて広く分布する種である.
platydema subfas(、Ia (WALKER) べニモンキノコゴ
ミムシダマシ

1 f , 採集データ同上.
東洋熱帯からマダガスカルにいたる広域分布種で
ある.
M ePhz' ius a ra'sech's M ARsEUL オオッヤホソ ゴミ
ムシダマシ

1 ♀, 採集データ同上.
Cryphaeus satoi KAszAB タカラヒメツノゴミムシ
ダマシ

2 3 ♀♀, 採集データ同上.
トカラ中之島以南, 西表島に至る南西諸島の島々
で得られている種である. 口永良部島の東方至近に
ある屋久島からは, 本種は報告されていないようで
ある.
末筆ではあるが貴重な標本を恵与された西宮市の
土屋周平氏に心よりお礼申し上げるものである.

(東大阪市, 加藤教史)
0ホルンナガタマムシの記録についての訂正
本誌第92 号で報告した 「ホルンナガタマムシの
沖縄本島からの記録」で, 「沖縄本島からは今まで記
録がない」 と記述した.  しかし, 秋山黄洋氏が本誌
第 29/30号の「琉球列島のタマムシ」 で, 沖縄本島
から本種を記録 しているのを知つた. お詫びして,
第 92 号の筆者の記述を 「ホルンナガタマムシの沖
總本島からの追加記録」 と訂正する.
親切にご指摘していただいた関 章弘氏および秋
山黄洋氏に厚く御礼を申し上げる.

参考文献
秋山黄洋, 1975. 甲虫ニュース, (29/30).

(横浜市中区, 服部宇春)
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0キポシケシゲンゴロウ北海道に分布
キポシケシゲンゴロウ N'ipponhydrus flat,omac-

ulatt‘s(KAMIYA) は暖地系の種で, 関東地方で東京,
千葉 (清澄山), 神奈川 (逗子市二子山) に記録があ
るが, 東北地方以北での記録はなかった. 筆者らは
北海道最南端近くで多数採集しているので報告す
る.
46 頭, 渡島支庁松前町及部川上流, 24. ix.1988, 荒
木哲, 松本英明採集.
採集地は及部川の上流部のごく限られた場所のみ
であった. 他に渓流種はシマチビゲンゴロウ,  ゴマ
ダラチビゲンゴロウ, モンキマメゲンゴロウの3 種
が採集された. 当日は適南未記録のゲンゴロウ類の
探索に入ったのであるが, 予期もしない種に一瞬目
を疑ったほどである.
発表にあたり千葉, 神奈川の記録をご教示いただ
いた名古屋女子大学の佐藤正孝氏, 神奈川県立博物
館の高桑正敏氏に感謝いたします.

参考文献

杉丸一郎(1979). 清澄, (7), 房総の自然研究会.
r高桑正敏(l987). 神 川自然誌資料, (8).

(旭川市, 荒木 哲; 同市, 松本英明)
0多摩川河川敷のョツポシゴミムシ類2種の記録
オオ ョ ッポシゴミムシ

' so加'ss gs  miM d s BATES
1 頭, 東京都日野市日野, 4. 1. 1991.
河川敷の中の, 石と土の混つた高さ 60 cm程の
盛り土を崩して, ほぼ中心部で越冬していた個体を
採集した.
本種の東京都における採集例は大変少なく, 筆者
が知り得た記録は板橋区中板橋駅付近 (1938 年採
集) と港区自然教育園 (1950年代 (?) の採集) の
2 例だけで最近の記録を見ていない.
ニツポンヨツポシゴミムシ zsc加ssus fapom s

ANDREWES
1 頭 (目撃), 東京都稲城市大丸, 13. v. l 990.
河川数に続く斜面に伐採された技が積み上げられ
ており,  その枝をビー ティングしたところ本種が 1
頭ネットの上に落ちて来た. 慌てて手を伸ばすと,
もの接い早さで走ってネットの下に落ちてしまい採
集することが出来なかった.
本種は各地に広く分布しているようだが, 採集例
は多くなく, 東京都からは高尾山の1 例を知るのみ
である. (東京都世田谷区, 沢田和宏)

0南アルプスおよび八ヶ岳のミヤマカミキリモ ドキ
ミヤマカ ミキリモドキ tyi g e s (FABRIcIus)
は, 北海道および本州中部以北の山地に分布し, 幼
虫はトドマツの枯木内で生活することが知られてい
る.  しかし本州における採集例はまだ少ないようで
あるが, 筆者らは, 南アルプスと八ヶ岳で本種を採
集しているので, 採集地の環境をも併せ,  ここに記
録しておきたい.

2 頭, 山梨県芦安村大仙丈沢出合, 8. vii i990, 離
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倉採集.
後方に雪渓をかかえた沢沿いの流木の堆積にて甲
虫類を採集していたところ, 一頭は流木上で発見
し, もう一頭は猛スピードで飛翔していた.

1 頭, 山梨県芦安村両俣小屋付近, 8. vii i990, 雛
倉採集.
沢べりの石の上で, 死後まもない軟らかい個体を
拾った. いずれの地点も亜高山性の針葉樹林に囲ま
れている.

9頭, 山梨県大泉村・ 高根町境界 (大門川), 23.
vi. 1990, 長畑採集.
アラメハナカミキリを採集中に, 主に結沢の石の
上を徘徊していたもの. 標高は約2,000 mで, 周囲
は針葉樹をまばらにまじえた広葉樹林, 結沢には古
い倒木が数多くあった. 本種は, 北海道では針葉樹
林帯の沢沿いで得られることが多く , また付近に倒
木や流木があることが多い. 本州でも北海適と似た
環境で得られており, 本種が幼生期を倒木や流木内
で生活する可能性があることを付記しておきたい.

(埼玉県浦和市, 離:i i正人; 同上尾市, 長畑直和)

0シモヤマミズギワゴミムシ福島県の記録
シモヤマ ミ ズキ' ワゴミムシ aemOidton (Meo-

emphanes) shimoyamai HABUは基産地の青森県の
ほか岩手県, 群馬県, さらに近年北海道*から記録さ
れ, 北日本を中心に広く分布しているものと推定さ
れる.  しかし東北各県においても他に採集例はなく
きわめて少ないもののようである. 筆者は福島県桧
枝岐村において本種を採集したので一産地の記録と
して報告する.
1 頭, 福島県桧技岐村大杉岳付近 (標高約1,200
m), 24. vi. 1990, 筆者採集.
渓流中の大きな石の上に静止していたもので, 漢
畔にはョツアナミズギワゴミ等のBembidion 数種
が多数見られたが, 本種はそれらの中には見いだせ
なかった. 最後に発表をお勧め下さった森田誠司氏
に厚くお礼申し上げる. (辞馬県伊勢崎市, 須田 事)
* MORITA, S., & H. MATstJMoTo, 1989. Notes on t he

Bembidiinae (Carabidae) of Japan. 11. Bembidion shi-
moyamai HABU in Hokkaido. Elytra, Tokyo. l 7:122.

0中ll電島でのアカツヤッツヒラタムシの記録
アカッヤッッ ヒラタムシH,ectarthrum tenulcorne

GRouvELLE はこれまで,  目本においては奄美大島
からしか記録されていなかった.  しかし, 筆者は,
沖組島より持ち帰ったシバニツケイの枯木より本種
を羽化させたのでここに報告をする. 採集データ
は, 下記のとおりである.
1 頭, 沖紐県国頭村伊楚林道, 10. x.1988, 材採取,
x. 1989,羽化. (森林総研東北, i集原 覧)

甲虫類の分布解明のために, どしどし原稿をお寄
せ下さい. 原稿が多く集まれば12 頁立て.  ご希望
により別刷を50部単位で実費にて作製いたしま
す. 原稿第1 頁右上に部数を朱書して下さい.
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沖縄本島・ 石垣島・ 西表島の水生甲虫類

松 井 英 司

著者は,   1990年8 月に沖縄本島・ 石垣島・ 西表
島において水生甲虫を採集した. 以下にその目録を
報告しておきたい.  ここに, 種名の確定していない
4 種を含め, 9 科 35 属 64 種を記録する. その内訳
は, コガシラミズムシ科2 属2 種, コツプゲンゴロ
ウ科3 属3 種, ゲンゴロウ科13 属28 種, ミズスマ
シ科 3 属 5 種, ダルマガムシ科1 属 1 種, ホソガム
シ科1 属1 種, ガムシ科10属21 種, マルハナノミ
科1 属2 種, チビドロムシ科1 属1 種である. また
ガムシ科には,  この目録に含まれなかった数種があ
る. また, データ中の数字は, 採集した頭数と1990
年8 月における日付を示す. 採集者はすべて著者で
ある.
なお,  目録に先立ち, 今回の琉球列島での採集で
お世話になった, 長崎祐二 (沖縄県畜産試験場) 夫
妻, ロンサムカヌーポーイこと吉岡彰太君, そして,
新堀和義君 (農林水産省種苗管理センター), 石垣島
で出会ったチャリダー の浅野湖君に心から感謝の意
を表する.

Family Haliplidaeコガシラミズムシ科
1. Pe lf ytes easzs (HOPE, 1845) シナコガシラ
ミ ズムシ

石垣島: 明石 ( l 頭, 6.), 久宇良 (22頭, 6.), 底
地 (1頭, 12. ), 名蔵 (4頭,  l3.)
2. HatiPtus kotoshoms KANoet KAMIYA, 1931 コ
ウトウコガシラミズムシ
沖縄本島: 大宜味村喜味原 (25 頭, 16.) ; 石垣島:
栄 (1 頭, 5.)
Family Noteridaeコツプゲンゴロウ科

3. Noterus japomcus SHARP, 1873 コツブゲンゴ
ロ ウ

西表島: 干立 (32頭, 8.), 古見 (19頭, 9.)
4. Neohydrocop tus subυmutus MoTscHuLsKY,
1859 チビコツブゲンゴロウ
沖總本島: 大宜味村喜味原 (1 頭, 16.); 石垣島:
大野 (2頭, 6.), 大里 (12頭, 12.), 名蔵 (5頭,
13.), 伊原間 (3頭, 5.); 西表島: 南風見田 (36
頭, 7.), 古見 (6頭, 9.)
沖縄本島からは, 新記録である.
5. Canthydrusmtidulus SHARP, 1882 ツヤコツブ
ゲンゴロウ
沖縄本島: 大宜味村喜味原 (14頭, 16.), 本部町
宇茂佐 (2頭, 17.); 石垣島: 栄 (17頭, 5.), 大
里 (2頭, 12.), 底地 (3頭, 12.); 西表島: 干立
(2頭, 8.), 古見 (16頭, 9.)
Family Dytiscidaeゲンコ' ロウ科
6. Hyphydrus pulcheuus CLARK, 1863 コケシゲ
ン ゴロウ

沖縄本島: 大宜味村喜味原 (4頭, 16.), 本部町字
茂佐 (48頭, 17.); 石垣島: 栄 (5頭, 5.), 伊原
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間 (25 頭, 5.), 明石 (154 頭, 6.), 久宇良 (2 頭,
6.), 大野 (1 頭, 6.), 底地 ( l 頭, l2.) ; 西表島:
干立 (1 頭, 8.), 古見 (30頭, 9.)
7. Hyphyd lyratus SWARTZ, 1808 タイワンケ

シゲンゴロウ
石垣島: 明石 (32頭, 6.), 名蔵 (1 頭, 13.)
8. Hydrovatus benυou1oiri SHARP, 1882 オオマル
ケシゲンゴロウ
石垣島: 栄 (2頭, 5.), 久宇良 (7頭, 6.), 大里
(1 頭,  12.) ; 西表島: 古見 (21 頭, 9.)

9. Hydroυatus acuminatus MoTscHULsKY, 1859
コマルケシゲンゴロウ
石垣島: 栄 (2頭, 5.), 伊原間 (20頭, 5.), 明石
(17頭, 6.), 大里 (1 頭, 12.), 底地 (14 頭, 12.),
名蔵 (16頭, 13.) ; 西表島: 南風見田 (8頭, 7.),
大原 (1頭, 7.), 古見 (165頭, 9.)

10. Hydroυatus subtilis SHARP, 1882 マルケシゲ
ン ゴロウ

石垣島: 栄 (21 頭, 5.), 明石 (2頭, 6.), 底地
(1 頭, 12.), 名蔵 (3頭, 13.); 西表島: 千立 (1
頭, 8.), 古見 (10頭, 9.)

11. Hydrotlatus pumi lus SHARP, l 882 チビマルケ
シゲンゴロウ
石垣島: 伊原間 (15頭, 5.); 西表島: 南風見田
(13頭, 7.)

12. HydrOυatusmatsuti NAKANE,1990アマミマル
ケシゲンゴロウ
-=Hydroυatus sp: (松井, l988/1990 a)
石垣島: 底地, 名蔵 (松井, 1990 c)

13. Hydroυatus sp. マルケシゲンゴロウの一種
石垣島: 大里 (2頭,  l2.)
奄美大島・ 西表島からも採集されている (著者採
集).

14. Uυarus tokarensis M. SAT0, 1972 ナガチビゲ
ンゴロウ
石垣島: 名蔵 (2頭, 13.)

15. Gm of gsfapo s(SHARP, 1873) チビゲンゴ
ロウ

沖縄本島: 大宜味村喜味原 (2 頭, l6.), 本部町字
茂佐 (1 頭,  l7.); 石垣島: 栄 (1頭, 5.), 明石
(5頭, 6.), 大里 (1 頭, 12.), 底地 (1 頭, 12.),
名蔵 (6頭, 13.); 西表島: 干立 ( l 頭, 8.), 祖納
(2頭, 8.), 古見 (11頭, 9.)

16. Guignotus inconstans (RtGIMBART, 1892) チャ
マダラチビゲンゴロウ
石垣島: 伊原間 (31頭, 5.), 栄 (23頭, 5.), 明
石 (186頭, 6.), 嘉良川 (4頭, 6.), 久宇良 (5
頭, 6.), 底地 (1頭, l2.), 大里 (9頭, l2.), 底
原 (1 頭, 12.), 嵩田 (3頭, 12.), 名蔵 (6頭,
13.); 西表島: 大宮 (1 頭, 7.), 南風見田 (2頭,

- 5 -



甲虫ニュース

7.), 古見 (6 頭, 9.)
17. Guignotus kifunei NAKANE, 1987 キオビチビ
ゲンゴロウ
西表島: 古見 (松井,  l990 d)
石垣島より1 (fで記載され, その後採集されてい
なかった種である.

l8. Clypeodytesortssaensis UAzIRANI, l968 サ ビ

モンマルチビゲンゴロウ

沖縄本島: 本部町字茂佐 (1 頭, 17.) ; 石垣島: 栄
(1 頭, 5.), 明石 (13頭, 6.), 大里 (12頭, 12.),
高田 (1 頭, 12.), 名蔵 (1 頭, l3.); 西表島: 南
風見田 (16頭, 7.), 干立 (1 頭, 8.), 古見 (8頭,
9.)

19. Her()phydrus rufus (CLARK, 1863) タマケシゲ
ンゴロウ

石垣島: 明石 (8頭, 6.), 底原 (33頭, 12.), 大
里 ( l 頭, 12.), 底地 (1 頭, 12.), 名蔵 (7頭,
13.) ; 西表島: 古見 (40頭, 9.)

20. accop加'ius dt' 'h's SHARP, 1873 ツブゲンゴ
ロウ

西表島: 古見 (3頭, 9.)
21. Laccophilus chinensis BoHEMAN, 1858 ウ ス

チャツブゲンゴロウ
石垣島: 栄 (8頭, 5.), 伊原間 (1頭, 5.), 明石
(23頭, 6.), 大野 (2頭, 6.), 底地 (2頭, 12.),
名蔵 (5頭,  l3.)

22. Laccophituspulicartus SHARP, 1882 ミナ ミ ッ
プゲンゴロウ
石垣島: 栄 (1 頭, 5.), 大里 (1 頭, l2.); 西表島:
南風見田 (3頭, 7.), 古見 (2頭, 9.)

23. Laccophitus sharpi RtGIMBART, l 889 アヤナミ
ツ ブゲンゴロウ

沖縄本島: 大宜味村喜味原 (2 頭, 16.), 本部町宇
茂佐 (2頭, 17.) ; 石垣島: 伊原間 (4頭, 5.), 栄
(11 頭, 5.), 大野 (4頭, 6.), 明石 (12頭, 6.),
大里 (2頭, 12.), 底地 (11 頭, 12.), 名蔵 (9頭,
13.); 西表島: 干立 (3頭, 8.), 祖納 (3頭, 8.),
古見 (3頭, 9.)

24. Copelatus subfaSctatus ZIMMERMAN, 1919 ク
ロセスジゲンゴロウ

西表島: 古見 (1 頭, 9.)
25. Col)etatus tenebrosus RilGIMBART, 1880タイワ
ンセスジゲンゴロウ
沖縄本島: 本部町字茂佐 (9 頭, 17.) ; 石垣島: 栄
(2頭, 5.); 西表島: 古見 (6頭, 9.)

26. Copelatus sp. セスジゲンコ' ロウの一種
西表島: 古見 ( l頭, 9.)
与那国島からも採集されている.

2 7. Platynectes chujoi M. SAT0, 1982 アトホシヒ
ラ タマメ ゲン ゴロウ

西表島: カンビレ滝 (49頭, 8.)
28. Rhantus Putt'erosus (STEPHENS, 1828) ヒメゲ
ンゴロウ
沖總本島: 大宜味村喜味原 (3 頭, 16.), 今帰仁村
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謝志 (4 頭, 16.), 本部町宇茂佐 (4 頭, l7.) ; 石
垣島: 栄 (1頭, 5.), 久宇良 (1 頭, 6.), 大野(1
頭, 6.), 明石(3頭, 6.) ; 西表島: 古見(5頭, 9.)

29. Eretes sticticus (LINNE, 1767) ハイイロゲンゴ
ロ ウ

沖縄本島: 今帰仁村謝志 ( l頭, 16.)
他にも 3 頭を日撃したが, 採集はできなかった.

30. Hydaticusvillatus(FABRIcIus, l775) オキナワ
スジゲンゴロウ
石垣島: 伊原間 (13頭, 5.), 栄 (5頭, 5.), 明石
(41 頭, 6.), 久宇良 (1 頭, 6.), 大野 (1 頭, 6.)

31. Hydaticus rhantoides SHARp, l 882 ウスイロシ
マゲンゴロウ
沖縄本島: 大宜味村喜味原 (1 頭, 16.), 本部町宇
茂佐 (7頭, 17.); 石垣島: 伊原間 (14頭, 5.),
栄 (14頭, 5.), 明石 (5頭, .6.), 大野 (8頭, 6.),
底原ダム (1 頭, 6.), 久宇良 (1 頭, 6.), 名蔵 (1
頭, 13.) ; 西表島: 古見 (8頭, 9.)

32. Cybister sugtuatus ERIcHsoN, 1838 ト ビイロ

ケ' ンゴロウ
沖縄本島: 大宜味村喜味原 (5 頭, 16.); 石垣島:
伊原間 (2 頭, 5.), 久字良 (2 頭, 6.), 明石 (4 頭,
6.), 大野 (2頭, 6.), 底地 (2頭, 12.), 大里 (3
頭,  12.) ; 西表島: 古見 (7頭, 9.)

33. CyOister tnpunctatas onentahs GscHwENDT-
NER, l 931 コガタノゲンゴロウ
石垣島: 明石 (6頭, 6.), 大野 (2頭, 6.), 底地
(10頭, , l2.), 名蔵 (2頭, 13.); 西表島: 古見
(3頭, 9.)
Family Gyrinidaeミズスマシ科

34. Dineutus australis (FABRIcIus, 1775) ツマキ
レオオミ ズスマシ

沖縄本島: 今帰仁村謝志 (20頭, l6.) ; 石垣島:
栄 (10頭, 5.), 明石 (74頭, 6.), 久宇良 (2頭,
6.), 底原ダム (1 頭, 12.), 底原 (26頭, 12.),
名蔵 (40頭, 13.) ; 西表島: 大原 (12頭, 7.)

35. tneut“s me ii msuian's R tGIMBART, 1882
オキナワオオミズスマシ

沖縄本島: 大宜味村館波川 (6 頭, 16.), 国頭村比
地の滝(5 頭, 16.), 大宜味村喜味原(24 頭, 16.)
比地川では, 200個体以上を目撃. 水面に群れて,
ほとんど静止していた. 大宜味村喜味原でも数え
切れないくらいの個体を目撃した.

36. ' neutus on' tah's (MoDEER, 1776) オオミズ
ス マ シ

沖總本島: 大宣味村喜味原 (1 頭,  l6.)
37. Gyri 'ms ryukyuensis M. SAT0, l 971 リ ュウ

キュウヒメミズスマシ
沖縄本島: 今帰仁村謝志 (1 頭, 16.), 大宣味村喜
味原 (119頭, 16.), 本部町宇茂佐 (3頭, 17.)

38. Orectochi lus yayeyamensis M. SAT0, 1971 ヤ
エヤマコオナガミズスマシ

西表島: カンビレ滝 (51 頭, 8.)
以下次号に続く .
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<>Ellltra編集委 会からのお知らせ◇
昨年12 月に開催された常任幹事会と総会で,  本
学会の機関誌Elytraの第 l9 巻 (1991 年) に対し
て, 印刷べ一ジで約150べ一 ジ分の予算を割り振る
という提案がなされ承認されました.  したがって,
1 号当たりの予算は約75 べ一 ジ分になります. 同
時に, 論文のべ一 ジ制限をきびしくする案と, 無料
の別刷を廃止または半減する案なども検討されまし
たが, 当分のあいだは現行どおりに進めようという
線に落ち着きました.

l991, '92 の両年にっきましては,  従来どおり到
着順に原稿を受けっけ, 予算額に達した時点で締切
りにします. 制限べ一 ジは印刷時の10べ一 ジ,
べ一 ジ大の写真は1 葉以内です, 印刷べ一ジが 10
べ一 ジを超える論文は, 締切り以前に受領したもの
でも, 超過部分の印刷費を負担していただきます.
原稿はすべて校関にかけますので, かなり大幅な改
訂を要求されることもありますが, よほどの場合で
ないかぎり, 原則として却下はしない方針です.
締切 りの期限はその都度変わりますが, だいたい
発行日 (5月15 日と11 月15 日) の5 ヵ月ぐらい
前と考えていただいてよいと思います. それ以後に
到着した原稿は次号まわしになります. ただし, 印
刷費の全額を負担していただける場合には, 受領の
順にかかわらず, すく'次の号に掲載いたします.  こ
の分の掲載べ一 ジ数は余分になりますので, 締切り
までに受領した論文を圧迫することはなく, 会員に
は予定以上に立派な雑誌をお届けできるわけです.
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別刷は,  表紙のつかないもの50部が無料で,  そ
れ以上は原則として50部単位で作製します. この

分の費用と別刷の表紙代は, いずれも個人負担にな
ります.
なお, Elytraは, 論文ごとに奇数べ一ジ起こしと
なる編集方針をとっていますので, 空白を理めるた
めの短報がかなり必要です. 和文, Et文のどちらで
も結構ですから (ただし和文の場合には, 欧文の標
題が必要です),  原則として1 印刷べ一 ジ以内の短
報をお寄せ下さい. 短報の別刷は, 本論文と同じ扱
いで作製いたします.

◇会務報告◇
1989-90年度の幹事は, 旧日本軸翅日学会とl日甲
虫談話会の役員をそのまま受け継いでかなり多人数
でしたが, その際の協議結果に基づき,  さる平成2
年12 月9 日に港区虎ノ門の教育会館で開催され
た, 日本軸翅学会大会の総会において, 役員および
編集委員が以下のとおり承認され, 幹事は会長, 副
会長を含めて18名となりました.  なお,  都合によ
り,  甲虫ニュース編集幹事は94 号より阿部光典氏
から妹尾俊男氏に変更されましたので, 現在の幹事
の数は17 名になります.
会長 上野俊一, 副会長 露木繁雄
常任幹事 (8 名)  岩田隆太郎 (庶務), 斉藤明子 (会
計), 新里達也(Elytra編集), 阿部光典(甲虫ニュー
ス編集), 佐藤正孝 (渉外), 中村俊彦 (大会), 笠原
須磨生 (例会), 江本健一 (木曜談話会)

1989 年度 決算
◇会 計 報 告◇
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(会計担当 斉藤明子)



甲虫ニュース

幹事 (8 名) 藤田 宏, 平野幸彦, 穂積俊文, 久保田
正秀, 森本 桂, 大林延夫, 妹尾俊男, 違山雅夫
会計監査 (2名)  小宮義 , 須賀邦耀
Elytra編集委員 (5名)  渡辺泰明 (委員長), 森本
桂, 岡島秀治, 高桑正敏, 新里達也
以上の役員の任期は2 年です.

(庶務担当: 斉藤明子)

◇大会報告◇
日本拍翅学会第3 回大会は, 昨年12 月9 日, 東
京の国立教育会館において開催された. 会務報告に
続き, 任期満了にともなう役員の改選が行われ, 次
期役員が承認された. 引き続き名誉会員の推 が行
われ, 本会の前身である甲虫談話会および日本鞘翅
目学会それぞれの指導かつ発展において, 多大なる
貢献をなされた, 黑澤良彦博士, 草間慶一博士の両
先生が満場一致で承認された.  これを記念した特別
講演として, 黒澤先生からは, 先生がかねてから疑
問に思われていたォオルリオサムシとァイヌキンオ
サムシの形態の類似について, 草間先生からは, 先
生の長年にわたるカミキリムシ採集の変選について
の講演があった.
この後招待講演として, 国立科学博物館の上野俊
一博士より台湾の高山帯の採集談があり, 豊富なス
ライドを用いて3,000 m級の山岳地帯での採集の
様子やそこへ至る途中での数々 の難所の風景, たま
たま出会われた高砂族の結婚式などの紹介があっ
た.
続いて一般講演として, 斉藤秀生氏の「奈良弥山
の月doma相」, 三宅義一氏の「日本産オオトラフコ
ガネについて」, 三宅義一 ・ 岩瀬一男両氏の「台湾産
オオトラフコガネ属について」の3 題の講演があっ
た. その後同定会に移り, 定刻に解散となった.
大会後は, 有志による懇親会が同会館のレストラ
ンにおいて行われた. 狭い会場は, アルコールを片
手にした虫屋で溢れんばかりであった.

(大会担当: 大木 裕)

◇例会報告◇
今年度の第1 回例会を3 月24 日 (日) 午後1 時
より上野・ 国立科学博物館4 階実験講義室で行な
いました. 会務報告に次ぐ講演は, 渡辺泰明氏 (東
農大教授) による「中国浙江省鳥岩嶺採集談」. 外国

昆虫学研究器具は 「志資昆虫」 へ
日本ではじめて出来たステンレス製有頭昆虫
針00,0,1,2,3,4,5,6 号, 有頭ダブル針も出来
ました。 その他, 採集, 製作器具一切豊富に取
り揃えております。
〒150  東京都渋谷区渋谷1 丁目 7 -6
振 替 東京 (3) 21129
電 話 (03) 3409-6401 (ムシは一番)
F A X (03) 3409  6160

(カタログ贈呈)   (株)志賀昆虫普及社

第 94 号 (1991 年 6 月)

人立入禁止の特別保護区における調査の模様が, 累-
観と動植物をまじえた多数のスライドによって紹介
されました. 小憩の後, 一人一話は, 違来の鈴木邦
雄氏 (富山大教授) のCRowsoN博士訪問談や上野
俊一会長による中国で新発見の珍奇なゴミムシの図
示など, 興味深く多彩な話題が次々 に披露され, 和
やかな零囲気のうちに午後5 時閉会いたしました.
参加者35 名.
なお, 散会後も半数の有志が上野公園内のパー
ラ ーで茶話会を楽しみ, さらにその半数が虫談の続
きもかねたタ食会へと春宵の街に繰り出したことを
蛇足ながら報告いたします.

(例会担当: 笠原須磨生)

◇ 『甲虫 =ユース』 の原稿送付先の変更◇
阿部光典氏のあとを受け, 妹尾が『甲虫ニュース』
の編集を担当するようになりました. それにともな
いまして, 原稿の送付先を下記に変更させていただ
きます. 前任者と同様に宜しくお願い申し上げます.
〒184  東京都小金井市質井北町3 丁目22 番1 号

中央大学附属高校生物研究室 妹尾俊男
TEL 0423 (81) 5411;  FAX 0423 (83) 4840

◇編集後記◇
本号は連絡報告事項が多くなりましたが, 次号か
らはまた甲虫の分布記録等で一杯にしたいと思いま
す. 発行は9 月上旬を予定していますので, 至急原
稿をお寄せください. 写真や図があれば, なお結構
です.'
本学会の会員の白水隆博士が先日, 勲二等端宝章
を受賞されました. 「叙勲は“ご苦労さん' という意
味ではなく  “まだまだ頑張れ” という意味に受け
取っています」 とコメントされています.

日本輸趣学会
会費 (ーケ年) 5000円, 次号は1991 年9 月上旬

発行予定
発行人 上野俊一
発行所 日本 翅学会東京都新宿区百人町3-23-l

国立科学博物館昆虫第1 研究室
電話 (3364) 2311, 振替東京8-401793

印刷所 (株)国際文献印刷社

タツミの昆虫採集器具
ドイツ型標本箱木製大￥6,200, 桐合板製イン
ロー型標本箱中￥1,870, 送料一箱にっき都内及
第一地帯: 3 個以下￥l,300,4 個以上￥850(以
下同様),  第2地帯￥1,500,  ￥950,  第3 地帯
￥1,700, ￥1,050, 其他, 各種器具, 針などを製作販
売しています。カタログを御請求下さい。 (￥60)

夕シ ミ製作所
〒 113 東京都文京区 2 -21 -25

電話(03)3811-4547, 6 - 113479


